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環境マネジメント第５章　環境マネジメント

５－１　大学諸活動に伴う環境的側面とその対応

５－２　キャンパス整備における環境配慮の取り組み

環境อ全に配ྀしつつ開発と発లを進めることができる持ଓՄなࣾ会を実現することは、人ྨに՝せられた࠷大の
務であり、2015年9月の国࿈αミットで࠾された「持ଓՄな開発のための2030アジェンダ」にて記ࡌされた
201�年から2030年までの国ࡍ目ඪ4%GT（持ଓՄな開発目ඪ）でもあります。また、2020年10月、は2050年
までに温ࣨޮՌガスのഉ出を全ମとしてθロにする、カーボンニュートラルを目指すことをએ言しました。そこで本学
では、大学における環境ෛՙはڀݚɾڭҭ活動にうものであることから、このような活動にう環境へのෛՙを小さ
くすることにੵۃ的に取り組んでいます。さらに大学はڀݚɾڭҭ活動による環境へのプラス面で大きくݙߩできるこ
とから、このଆ面をしっかりとଊえることも重要だとߟえています。

本学におけるछʑの活動に関する環境ଆ面のうち、環境への影響が大きく、かつ自らが管理すべきものを以下のよう
に特ఆして環境マネジメントに取り組んでいます。

環境に有益な影響を与える側面

環境อ全にࢿする人ࡐのҭ成およͼࣾ会へのഐ出

環境ෛՙٕݮज़のڀݚ

地球نの環境อ全のڀݚ

ࣾ会一ൠへのܒ発ɾ発৴

ώートアイランυ現の؇ɾのอ全

ਫݯࢿの༗ޮར༻

環境に負荷を与える側面

ΤネルΪー（ిؾɾガス）の༻

のফඅݯࢿ

一ൠഇغ物の発生ɾॲ理ɾൖ出

環境中への化学物࣭のҠ行
ɹ大ؾ中へのഉ出
ɹഉਫ中へのྲྀ出
化学ܥഇغ物の発生ɾॲ理ɾൖ出

˞27ʙ28ท「環境目ඪと行動のୡ成度ධՁ」をࢀর

ଠཅޫ発ిͷγεςϜͷઃஔʹΑΔڥෛՙݮͷऔΓΈ
2022年1月に大岡山キャンパス本ؗվम工事（ᶛظ）において、ଠཅ光発ిઃඋ10kWをઃஔしました。
2021年度の࠶生ՄΤネルΪー（ଠཅ光発ిઃඋ）における発ిྔは、3キャンパス合計で1900ઍkWh�年で

あり、ϐークカットにݙߩするとともに環境ෛՙݮにもݙߩしています。

本館太陽光発電（10kW） 本館太陽光発電（10kW）
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ウォームビズの実施（12月1日～3月31日）

５－3　省エネルギーとCO₂対策の取り組み

実ܥݧのڀݚがଟい本学では、大岡山、すずかけおよͼాொキャンパスにおいて、一ൠՈఉ20000ੈଳに
૬するΤネルΪーがফඅされており、ඇ生ܥ࢈の事業所としては$0⒪ഉ出ྔが大きいため、目ඪを͛ܝてল
ΤネルΪーରࡦに取り組んでいます。

লΤωϧΪʔਪਐ෦ͷ׆ಈ
本学ではলΤネルΪーਪ進のため、2010年10月に前

の「লΤネルΪーਪ進ࣨ」がઃஔされましたが、さら
なるলΤネルΪーਪ進を目的とした全学的な組৫として、
キャンパスマネジメント本部にলΤネルΪーਪ進部門を
2017年4月にઃஔし、লΤネルΪーのਪ進に関する諸ࢪ
。およͼ報ऩ集を行っていますࢪ画ɾ立Ҋ、実اのࡦ

現ࡏ、本学にٛ務ͮけられているলΤネルΪー関法
ྩの主なものには、国のলΤネ法ɾ東京都ྫɾԣ浜
的な取り組みとしてফඅΤネルظྫがあり、中ࢢ
Ϊー（ిؾɾガス）をݮしていくඞ要があり、さらな
るলΤネルΪーਪ進のため、2018年度に「東京工業大
学লΤネルΪーਪ進行動計画」をࡦఆしました。

この計画において、ੈք࠷高の理工ܥ総合大学を目指す本学は、環境問題を重要な՝題とೝࣝし、持ଓ型ࣾ会の生
にݙߩし、ڭڀݚҭػ関としての命役ׂをՌたすべく、ୡ成目ඪとして、ܦӦ的ࢹ点にͮجくప底したলΤネルΪー
ରࡦにより、計画ظ間（2018年度から2021年度までの4年間）において、2017年度ൺでΤネルΪー༻ྔ（総ྔ）4ˋ
以上のॖݮをୡ成することとしています。（˞�-3「লΤネルΪーと$0⒪ݮ」21ทをࢀর）

本学のফඅΤネルΪーの༻実ଶは、その95�以上をిؾにґଘしており、本学では主にిؾ༻ྔを༏先ݮର
としたলΤネルΪーマネジメント活動をੵۃ的に行っています。

ΫʔϧϏζɾΥʔϜϏζͷ࣮ࢪ
。的に行いましたۃͼかけをੵݺは、ポスλーによるઅిのظのଟい時༺ྗి

తͳಋೖۃおΑͼγεςϜͷੵثػޮߴ
環境配ྀ型ૉキャンパスの実現を目ඪとしている本学では、-E%র明や高ޮ空ௐػへのߋ新を年度ごとに計画

を立て行っています。またΤネルΪーマネジメントの観点から、より一のলΤネޮՌを高めるために空ௐ集中管理γ
スςϜやిྗ集中ݕγスςϜをಋೖ、学のΤネルΪー༻ྔの見える化も行い、ڭ৬һɾ学生のলΤネҙࣝ上
にめています。さらにଠཅ光発ిγスςϜ、೩ྉిなどの࠶生ՄΤネルΪーのಋೖも2010年より行っています。

クールビズの実施（5月1日～10月31日）

省エネルギーの推進を図るため節電・
省エネマニュアルを作成しました。

クールビズにおける「室温28℃」およびウォームビズにおける「室温20℃」とは、設定温度ではなく、あくまでも目
安で立地や状況、体調を考慮しながら無理のない範囲で室温管理をお願いするものです。

ΩϟϯύεϚωδϝϯτຊ෦　লΤωϧΪʔਪਐ෦　ମ੍ද

学　　　長

ʦԣࢢྫʧ

ըཧऀܭ

ըਪਐऀܭ

ਪਐऀ

ٕज़ཧऀ

ٕज़ཧऀ

ʦྫʧ লΤωϧΪʔਪਐ෦ লΤω

ΤωϧΪʔཧ
ըਪਐऀا

ΤωϧΪʔཧһ

˞େԬࢁ۠ٴͼ
　͔͚ͣ۠͢

෦һ

লΤωϧΪʔਪਐ෦
ʢΤωϧΪʔཧ౷ׅऀʣ

˞লΤネ法ɾ学نଇによる

౷ׅ
ཧऀ

キャンパスマネジメント本部長

省エネルギー推進員
省エネルギー副推進員
省エネルギー居室推進員

ҙݟ۩ਃ ҙݟ۩ਃ

ࠤิ

ࢪಋɾಜɾ࣮ࢦ
	֤෦ہ


ٕज़తॿݴ
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５－４　一般廃棄物による環境負荷低減の取り組み
本学では、事業活動で発生するഇغ物のྔݮ化をਪ進するため、ϖーパーレス化のਪ進や、別のప底を行い、ݹ紙

リαイクルՄなものをݯࢿ࠶化させる3R活動により、環境ෛՙのݮにめています。これらの本学におけるΰ
ミの別ɾഉ出ルールをప底するため、ϗーϜϖージやΰミശपลに「生活ܥഇغ物の別表（日本語版ɾ英語版）」を
は年1ࣨڀݚ物ഉ出غするとともに、毎年環境安全Ӵ生講श会およͼe-ラーニングを通じてपを行っています。ഇࡌܝ
回のड講をし、理ղ度֬ೝに「合֨」後、ೝఆ൪߸をಘます。生活ܥΰミはࣨڀݚ、事務ࣨで別回ऩしたのち、キャ
ンパスの回ऩ場所に集めます。このࡍ、ೝఆ൪߸の記ࡌをٛ務け、ഉ出者を明֬にしています。また、学生に
ରし、環境ෛՙと一ൠ的な環境ෛՙࡦݮとともに、本学のΰミの区とΰミํݮ法についても۩ମ的に講ٛしてい
ます。

本学では、ߪೖ物についても環境ෛՙのݮにࢿすることをؑみ、国に
よる環境物のௐୡのਪ進に関する法（グリーンߪೖ法）にͮجき「環境
物のௐୡのਪ進をਤるためのํ」をࡦఆし、環境物のௐୡをਪ進して
います。グリーンߪೖ法でఆめられた特ఆௐୡ目22282目は主に紙ྨɾ
文۩ྨɾॄྨثであり、公ڞ工事については、事業の目的や༻్、地Ҭのௐ
ୡՄなྔがݶられている中で、よりదなものとなるように配ྀしています。

そのଞの物については、できるか͗り環境ෛՙの小さい物のௐୡにめ
ることとし、グリーンߪೖ法ద合がଘࡏしない場合でも、Ձ֨や࣭にՃえて、
にೖれた物をબするなど環境に配ྀしています。グリーン購入法に基づき講義室ྀߟをغར༻やద性ഇ࠶

に設置されたオフィス家具

e-ラーニング資料抜粋

一般廃棄物の分別回収（屋内） 一般廃棄物の分別回収場所（キャンパス内）

άϦʔϯߪೖͷਪਐ　

͜ͷผදμϯϩʔυͰ͖·͢ɻ
ʢӳจ൛͋Γ·͢ʣ

૯合҆શཧ෦＞JOEFY＞ഇغ
·ͨ

IUUQ�//XXX�HTND�UJUFDI�BD�KQ/
IBJLJCVUV/IBJLJCVUV�IUNM
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５－５　化学物質による環境負荷低減の取り組み

ຊֶʹお͚ΔԽֶ࣭ཧͷ֓ཁ
本学は理工ܥ総合大学であり、所ଐするおよそ700のࣨڀݚのうち、化学物࣭をอ༗しているࣨڀݚはおよそ500で

す。特は、取りѻう化学物࣭のछྨや༻ํ法がଟछଟ様で、その取ѻྔのଟくは少ྔであることです。また、࠷先
のڀݚを行うため、༻する化学物࣭のछྨやྔはৗに大きく変化します。さらに、学生やڭһのೖれସわりがଟい
ྲྀ動的な組৫であるため、ෳのアプリέーγϣンを組み合わせ、個ʑの化学物࣭のྲྀれをࣨڀݚ単Ґおよͼ大学全ମ
でѲし、そのからରࡦを立て、環境ෛՙݮに取り組んでいます。これにより、ࣨڀݚにおいて自主的な化学物
࣭管理ができるようにしています。また、ڭ৬һおよͼ学生にରして、毎年、化学物࣭管理に関する講श会を実ࢪし、
本学の環境ෛՙݮの取り組みへの理ղ૿進にめています。また、学֎へ化学物࣭のྲྀ出がແいことを֬ೝするため
に、ఆظ的に大学の下ਫの環境ੳを行い、ࢹしています。

ຊֶͷԽֶ࣭ͷྲྀΕͱཧͷΈ
化学物࣭のྲྀれは、「ߪೖ」、「อ管ɾ༻」、「ഇӷɾ

ഇࢼༀとして回ऩ」が一ൠ的です。
このうち「ߪೖ」およͼ「อ管ɾ༻」の状況をѲ

するため、「化学物࣭管理ࢧԉγスςϜ（*"40 R�）」を
運༻しています。ࣨڀݚは、このγスςϜを活༻するこ
とで、化学物࣭のݿࡏ管理をదਖ਼にޮよく行うことが
できます。「ഇӷɾഇࢼༀとして回ऩ」については、「実
物ॲ理ਃγスςϜ」を༻い、ഇӷ回ऩྔغഇӷɾഇݧ
やഇӷへの化学物ؚ࣭༗ྔをొしています（ӈਤ上
র）。これらのγスςϜを活༻し、大学全ମの化学物ࢀ
࣭の༻ྔやഉ出ྔをリアルλイϜでࢹし、環境ෛՙ
ݮにけたマネジメント活動に役立てています。ྫえ
ば、特に༻ྔのଟい༗ػ溶ࡎについては࢛ظごと
の集計を行い、これとഉ出ྔをൺֱし、そのࠩから環境
への์出ྔのଟいՄ性のあるࣨڀݚを特ఆし、環境ෛ
ՙݮのҙىש（ӈਤ下ࢀর）を2014年より実ࢪし、
大์ؾ出੍の管理に活༻しています。また、これら
のγスςϜは、1RTR報告行への報告にも活༻し
ています。（˞�-4「化学物࣭管理」23ทをࢀর）

ʮԽֶ࣭ʯͷݿࡏཧγεςϜʢ*"40 3� γεςϜʣʹΑΔྔ༺ཧ
本学では、2001年にಠ自の化学物࣭管理ࢧԉγスςϜ、T*Tech $hemR4をಋೖし、ࣨڀݚの自主管理による化学物

࣭管理を開࢝しました。そして2014年9月からは、൚༻型の *"40 R�を༻いてఆৗ的に化学物࣭管理を行っています。
ྔ、はこのγスςϜをར༻して、全ての化学物࣭をༀビン単Ґで*%ొし、อ༗する化学物࣭（छྨࣨڀݚ 、อ管場所、
およͼڙ管理をしています。本γスςϜのༀ報デーλベース（ༀマスλʕ）には、メーカーఏݿࡏ）のྔ༺
Ϣーβーఏڙのༀデーλ、併せて72ສछྨがొされており、このうち�ສ本のༀがݿࡏとしてొされています。
1年に༻されるༀの総は、およそ3ʙ4ສ本で、このγスςϜをར༻することで1RTRରの化学物࣭の༻動や
。をѲすることがՄになっていますྔ༺

化学物質に関する講習会の資料

環境負荷低減の注意喚起
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ͷదਖ਼ͳผճऩغഇܥݧ࣮
本学では、ࣨڀݚから発生する「実ܥݧഇغ物」を、その

ଞ一ൠ的な事務業務などで発生する「生活ܥഇغ物」と明֬
にけて回ऩし、֎部ॲ理ҕୗをしています。ࣨڀݚから発
生する実ܥݧഇغ物は、化学物࣭やこれらがணしているも
のがଟく、一ൠのものとけてॲすることが重要なためで
す。ڀݚ活動にいさま͟まなഇغ物が発生するため、別
回ऩํ法のガイυラインとして「実ܥݧഇغ物దਖ਼管理のた
めのखҾき」を作成し、ࣨڀݚに配するとともに、ϗーϜ
ϖージにもࡌܝし、よりかりやすく、ޡりが生じないよう
ఆظ的に見しています。また、毎年講शを行い、詳しくղ
આしています。ࣨڀݚはこのखҾきにͮجいて、ഇغ物のछ
ྨやഇӷλンクのྨごとにഇغ物管理を行っています。ま
た、ࣨڀݚからഉ出するࡍは、あらかじめ「実ݧഇӷɾഇغ
物ॲ理ਃγスςϜ」にഇӷɾഇغ物の化学物࣭報をొ
するඞ要があります。このデーλは、దなॲ理を行うた
めにҕୗॲ理業者にରし発行する「ഇغ物デーλγート」

（W%4：WaTte %ata 4heet）の作成に༻しています。本
学のキャンパス࠶開発計画のため、2021年度に、ഇࢼༀの一
時อ管や別作業に༻していた大岡山キャンパスの環境安
全管理౩（چഇӷॲ理ࢪઃ）がղମされることになり、新た
な場所での運༻を࢝めました。

ͷճऩغഇܥݧ࣮
に記をしています。ഇӷを回ऩする「ഇӷ別ஷཹ記༻紙ݧ実」では、ഇӷλンクにഇӷをೖするつどࣨڀݚ

物にあたݥةで、ফ法のࡎ溶ػは、この༻紙もあわせて回ऩし、༰物のর合を行っています。ഇӷの9ׂ以上が༗ࡍ
るものがଟくをめるため、֤キャンパスにはഇӷを一時的にอ管するためのݥة物ݿをઃஔしています。ࣨڀݚか
ら回ऩしたഇӷは、ここでαンプリングし、ࠞ 合ݧࢼを行い、安全性を֬ೝしたうえで、運ൖ༻のυラϜ؈に٧めସえ、
ҕୗॲ理業者にൖ出します。

ʣͷཧ͠ྲྀݧഇਫʢ࣮ܥݧ࣮
本学では、実ݧഇӷはೋ࣍ચড়ਫまでをഇӷとして回ऩしています。࣍ࡾચড়ਫ以߱は、大岡山キャンパスでは、一

ൠ下ਫと合ྲྀして公ڞ下ਫ道へഉਫしています。一ํ、すずかけキャンパスでは、ഇਫॲ理ࢪઃでॲ理後、一部を「中
ਫ」としてྫྷ٫ਫやトイレચড়ਫとして࠶ར༻したのち、公ڞ下ਫ道へഉਫしています。また、ॲ理ਫのうち、中ਫと
してར༻されない༨は、Տに์ྲྀしており、์ྲྀにあたり、全ૉɾ全りんɾ$0%の自動ଌఆにより、ਫ࣭を
。していますࢹ
˞$0%： 化学的ࢎૉ要ྔٻ。ඃࢎ化性物࣭（主として༗ػ物）を一ఆの݅のもとでࢎ化するときにফඅされるࢎ化ࡎのྔをࢎૉྔにࢉし

たもの

ഉਫʢੜ׆ഉਫɾ࣮ܥݧഇਫʣੳʹΑΔࢹ
本学では、公ڞ下ਫ道への༗物࣭のഉ出をࢹするために、学にઃஔした「実ܥݧます」や「生活ഉਫ࿏」で

ఆظ的に࠾ਫし、環境計ྔূ明事業のొػ関にੳをґཔしています。このॲ理ਫは、Տ์ྲྀも行っており、ԣ浜
४にաのないことが֬ೝされています。環境ෛՙの要Ҽとなるجにおいても、ഉਫ（ਫɾੳ࠾）の立ちೖりௐ査ࢢ
Մ性のある事が明したࡍには、ଈ࠲にܯ告やҙىשを行うମ੍で環境への༗物࣭のഉ出ࢭにめていま
す。

実験廃液処理のホームページ

１. 分類チャート

２. 分類概要

　廃液の適正な処理が行えるよう、分類フローに従って分別してください。なお、チャート中に記載
された分類項目の順番は、環境・安全推進室において安全かつ適切に廃液を処理するための順番であ
り、有害性による優先順位を表すものではありません。

▪ 実験廃液分類チャート
▪ 実験廃液分類チャート【英語版】   （Waste Solution  【English Version】）

分類
記号

概要・注意事項
受入条件

ポリ容器 pH
a

a-Hg
b

b-f
b-p
d
e

c現
c定

f

f-N

f-OH

g

h-a

h-L

i

j

k

シアン系

p

培養液

スクラバ
ー水

10 or 20L

10 or 20L

10 or 20L

10 or 20L
10 or 20L

10 or 20L

10 or 20L

10 or 20L
10 or 20L

10L*

10L*

10L*

10L*

10L*

10L*

10L*

10 or 20L

10 or 20L

10 or 20L

10 or 20L

10 or 20L

10 or 20L

特になし

特になし

特になし

特になし

特になし

特になし

特になし

特になし

特になし

特になし

特になし

7以上

7以上

3以上

7以上

7以上

7以上

7以上

7以上

7以上

10以上

3以上

法律上の有害重金属（Cd,Pb,Cr,As）を含む無機水溶液
水銀を含む水溶液。ポリ容器は返却されない
法律上の有害重金属以外の重金属含有無機水溶液

フッ素化合物含有水溶液
リン化合物含有水溶液

硫酸、塩酸、硝酸などの酸性無機水溶液
アルカリ性溶液
写真現像液
写真定着液
アセトン、メタノール、トルエンなどの一般有機溶媒、および揮発
油類。pH7以上に中和し、10Lポリ容器で搬出
ピリジン、ホルムアミドなどの含窒素廃液。pH7以上に中和し、
10Lポリ容器で搬出
含水有機廃液・有機酸（酢酸、プロビオン酸など）含有廃液。pH3
以上に中和し、10Lポリ容器で搬出
ジメチルスルフィド、ジメチルスルホキシドなどの含硫黄有機溶
媒。pH7以上に中和し、10Lポリ容器で搬出
トリクロロエチレン、クロロホルム、四塩化炭素などの有機ハロゲ
ン系溶媒を含有する水溶液。pH7以上にして搬出
トリクロロエチレン、クロロホルム、四塩化炭素などの有機ハロゲ
ン系溶媒。pH7以上に中和し、10Lポリ容器で搬出

重油、潤滑油、切削油、シリコーンオイルなどの鉱物油、又は植物
油。pH7以上にして搬出
灯油、軽油、ガソリンなどの揮発油。pH7以上に中和し、灯油、軽
油は 10Lポリ容器で、ガソリンは専用の金属容器で搬出
錯化合物・有機金属化合物を含む水溶液、アンモニウムイオン・有
機物を含む水溶液。pH は必ず 3 以上にすること
フェリシアン・フェロシアン、その他シアン含有廃液など。pH は必
ず10以上にすること。ポリ容器は返却されない

含リン有機溶媒。pH7以上に中和し、10Lポリ容器で搬出
主成分が培養液、適正な滅菌処理済みであること、化学物質を含む
場合は内訳として明記すること

＊消防署の指導によって容量が定められています。
分類で判断が困難な時は、必ず、環境・安全推進室に相談して下さい。

スクラバー水の分析結果が、基準値を超過したもの

分別貯留（2021.10月版）




